
どんな地域を
めざすのか

主催：国立大学法人和歌山大学 地域創造支援機構 南紀熊野サテライト　　後援：和歌山県

申込方法：氏名、連絡先等の必要事項を下記の申込先へメールまたは FAX にてお申し込みください。　　　　　
申込期限：平成 27 年 2月 7日（土）　※お申込頂かなくても当日お席に余裕がございましたらご参加頂けますが出来るだけお申込ください。
申 込 先  ：和歌山大学南紀熊野サテライト　〒646-0011 和歌山県田辺市新庄町 3353-9-102
TEL.0739-23-3977　FAX.0739-23-3978   受付メール：nanki-office＠center.wakayama-u.ac.jp

　　記念講演 2 月 10 日 参加申込み書

お名前：　　　　　　　　　　　　 年齢： 性別：　男　・　女フリガナ

住所：

所属： 電話番号：

電子メール： ※この申込みの情報は開催の目的以外では使用しません。

　　　　　　　　　　　　　　　※事前お申し込みにご協力ください。

山田桂一郎 塾長（JTIC.SWISS 代表、観光カリスマ、日本エコツーリズム協会理事、和歌山大学産学連携・研究支援センター客員教授）
出口　竜也（和歌山大学 観光学部 観光経営学科教授）竹林　浩志（和歌山大学 観光学部 観光経営学科准教授）
此松　昌彦（和歌山大学 教育学部 理科教育 教授　防災研究教育センター長）
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― いま、求められる観光中核人材を考える。次世代のリーダー育成塾 ―

※記載の内容は変更することもあります。

和歌山県立 情報交流センター Big・U　研修室 1
和歌山県田辺市新庄町 3353-9
※開催に関するお問い合わせは、下記に記載の申込先の南紀熊野サテライトへお願いいたします。
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～未来の熊野のために～ 　　　 
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